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序章 

0-1 研究背景 

2008 年 5 月 12 日午後、中国四川省汶川県付近を震

源とする大地震が発生し、死者約6万9千人、行方不

明者1万8千人を数える大震災となった。14年後の現

在、中国政府と人民の努力のおかげで映秀鎮の基礎施

設建設はほぼ完成するのみならず、被災観光スポット

として経済発展は以前より向上した。日本は中国と同

じ地震が多い国であり、地震復興について日本が基礎

建設を保証する際には被災者たちの心理的な情況も関

心をはらっている。日本の建築家伊東豊雄は「家を失

った人々が集まって語り合い、心をあたため合う集会

所を作りました」と語っている。それに対し、中国で被

災者の為の集会所も建設したが、「温め合う」という建

築理念より、娯楽や時間つぶしの場となっている。 

0-2 研究目的 

本研究では中国四川省映秀鎮の集会所を対象にアン

ケート調査を行い、地震発生後に行われている生活継

続のために、被災者たちの精神的な心配りに注目した。

映秀鎮における２つ集会所で管理者や村民にインタビ

ューやアンケート調査を行い、集会所の経営や使用情

況を把握する。また、日本の被災地における集会所設

計と照らし合わせ、現地調査状況を統合し、集会所設

計を提案する。 

本研究は生活を快復する一方，過去の震災復興の経

験を教訓とし，未来の被災者のための生活再建支援や

政策に生かすことを目的とする。 

0-3 研究方法・分析方法 

0-3_1文献調査と現地調査 

「調査１」四川大震災・ブン川県映秀鎮についての文

献調査。 

「調査２」現地調査を通じ、映秀鎮で３つの村を抽出

し、集会所の利用実態を記録する。 

「調査３」集会所の管理者や村民へのインタビューと

アンケートし、不足点を明らかにする。 

「分析１」日本における被災地の集会所を抽出し、建

築空間を分析する。メインの空間要素を抜き出す。 

「分析２」現地調査のデータをまとめ、分析する。その

上で、日本の集会所を照らし合わせ、設計を検討する。 

「設計」映秀鎮で敷地を選び、集会所設計を提案する。 

第１章 四川大震災・ブン川県映秀鎮 

1-1映秀鎮の発展歴史と地震の被害状況 

1-2中国政府の救難措置 

1-3映秀鎮地震復興計画 

  

図１ 映秀鎮詳細整備計画（出典 新理想主義５ 同済規計年鑑） 

第２章 現地調査 

2-1 映秀鎮と所属村のデータを整理する 

 

表１ 映秀鎮と所属村の基本状況表 

2-２３つの村を選定する 

中心街までの距離により、秀坪社区、中灘堡村、漁子溪

村を選定し、現地調査を行う。 

 
図２ 平面図（秀坪社区、中灘堡村、漁子溪村） 

2-2 集会所についてデータを測量、統計する 

 

表２ 集会所運営の基本状況 



 

 

2-3アンケートの概要 

調査の日時 2021年12月18日～2021年12月26日 

調査の対象 四川省アバ・チベット族チャン族自治州

汶川県映秀鎮居民集会所 

調査の目的 中心タウンにいる村で（秀坪社区、中灘堡

村、漁子溪村）、集会所使用情況や居民の

生活状態を把握する 

回答者 集会所管理者、使用者及び映秀鎮村民 

調査方法 インタビュー、アンケート 

回答状況 インタビュー（３人）。アンケート各村5

分の配布・回収、回収数は秀坪村２件、中

灘堡村３件、漁子溪村２件 

表３ 

2-4アンケート：表にしめす。 

2-5小結 

第３章 日本における集会所設計 

3-1地震発生後に「温め合う」ことの必要性： 

欲求段階説 

 

図３ マズロー欲求段階説、被災者欲求段階説 

3-2日本の被災支援「みんなの家」 

3-3分析対象を抽出する 

平田みんなの家 

 

新建築  2012年9月号 掲載 

岩沼「みんなの家」 

 

新建築 2013年11月号 掲載 

宮戸島のみんなの家 

 

新建築 2013年3月号 掲載 

気仙沼大谷のみんなの家 

 

新建築 2014年3月号 掲載 

宮戸島月浜のみんなの家 

 

新建築  2014年10月号 掲載 

南相馬 みんなの遊び場 

 

新建築  2016年11月号 掲載 

益城町テクノのみんなの家 

 

新建築  2017年9月号 掲載 

甲佐町白旗のみんなの家 

 

新建築  2017年9月号 掲載 

七ヶ浜町みんなの家きずなハウス 

 

新建築  2018年3月号 掲載 

図４ 「みんなの家」案例を抽出 

（ 出典 「新建築」 ） 

3-4 日本における集会所の空間を特徴 

 
表４ 

3-5 映秀鎮における集会所の特徴や現存問題 

 

表５ 

3-6 小結 

第４章 本設計 

4-1対象敷地 

 
漁子溪村 

4-2 アンケートやインタビューなど日本集会所の例を

むすび、設計の提案をする。 

4-3小結 

終章 

本研究では四川省映秀鎮における居民集会所の現地

調査を行い、地震発生後の生活継続の実態を把握した。

日本の地震支援建設を参考し、被災者たちの為に豊か

な生活を作っていきたいと考える。今後、他の研究や

現地調査などを通じ、中国と日本の復興活動に貢献で

きるように努力したいと思う。 
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